
３次元地理情報を用いた飲食店評価の可視化システムの開発
村谷衣真里†　　川合康央†

文教大学 情報学部 情報システム学科†

1. はじめに
近年，インターネットを通じて商品やサービスの情

報を収集することが一般的になっている．そのような
情報収集の一つの方法として，口コミサイト（レビュー
サイト）が挙げられる．口コミサイトでは，購入や利用
した商品やサービスについてのレビューを投稿するこ
とができ，消費者はこれらのレビューを参考にして，
意思決定をすることが可能となる．株式会社ジャスト
システムの調査結果によると，飲食店の口コミサイトを
使ったことがあるユーザーの割合は95.1%であった[1]
．また，総務省による「レビューをどの程度参考にする
か」というアンケートの結果の分析では，どの年代に
おいても，「かなり参考にする」「まあ参考にする」を合
わせると6割強[2]となっている．このような結果から，
口コミサイトは，消費者の情報収集や意思決定に深く
関わっていると考えられる．
口コミサイトに関する先行研究として，落合らは，国

内外の宿泊予約サイトに投稿されたレビューをもとに
，宿泊施設の利用者がレビューを書く際に，どのよう
な点に着目しているのかを明らかにしている[3]．小林
らは，日本語大規模レビューデータとして楽天市場の
商品レビューデータを用い，レビューテキストからレー
ティングを予測する回帰分析を行っている[4]．また，
市村は，消費者がどのような料理が食べたいかと言っ
た日本語自然文を入力すると，入力文に類似した口
コミが多い飲食店を抽出し，要約文を表示するシステ
ムの開発を行った[5]．住友らは，投稿された口コミ情
報を収集し，選択したスポットの感情スコアと類似する
スポットを推薦するシステムを構築した[6]．
これまでの飲食店口コミサイトでは，コメント数を考

慮した評価を取り入れていないことや，地理情報の有
効活用ができていないことが課題として挙げられる．
そこで本研究では，口コミサイトの位置情報の表示方
法に着目し，3次元地理情報を用いて，飲食店評価
の可視化することによって，より分かりやすい口コミサ

イトが出来るのではないかと考えた．本研究では，駅
周辺の飲食店を対象に，データベースに入力された
値をオブジェクトに反映させるシステムとして開発を
行い，飲食店の位置情報とともに，色相（緑色から赤
色の範囲）と彩度（高さ低さ）によって，3Dマップ上の
飲食店のオブジェクトの色を変化させ，各店舗の評
価点数と評価件数が一目でわかる新しい飲食店評
価マップを提案する．

2. 研究方法
本システムでは，地理情報として，国土交通省の3

次元都市モデルオープンデータ化プロジェクト
PLATEAUを使用した．本サービスでは，WEB上から
任意の地域のメッシュにおける，様々な種類の基盤
地図情報を3D都市モデルとして取得することが可能
である．本研究では，対象地区として目白駅周辺地
区を選定し，3次メッシュ単位でモデルデータを取得
した．また，飲食店に関する評価データは，Google
マップから店名，評価点数，口コミ数を取得することと
した．
飲食店の評価は，色相の緑から赤の範囲（S0から

S0.375の間）で表すこととした．評価点数2.5を最低点
とし，最高点の5.0まで，評価点数0.1ごとに色相を
0.015ずつ上昇させた．口コミ数は，彩度（H0.33，
H0.66，H1.0の3段階）で表し，口コミ数0～9件，10～
99件，100以上として，件数と彩度を対応させた．これ
らの処理によって，オブジェクトの色は，口コミ数が多
く高評価な飲食店ほど高彩度の緑色に近く，口コミ数
が少なく高評価な飲食店ほど低彩度の緑色に近いも
のとなる．また，口コミ数が多く低評価な飲食店ほど
高彩度の赤色に近く，口コミ数が少なく低評価な飲
食店ほど低彩度の赤色に近く変化させた(図1)．
3. 評価
今回我々が作成したマップの使いやすさを測定す

るために，システムユーザビリティスケール（以下SUS
）による評価実験を行った．参加者には，既存の口コ
ミサイトである食べログマップ及びGoogleマップと，今
回開発した口コミマップの3種類のそれぞれに対して
，肯定的な質問と否定的な質問が交互に並んだ10の
質問に1～5の5段階で回答してもらった．
4. 結果と考察
分析にあたり，参加者の得点をSUSのスコア計算

方法に基づいて集計した．対象者の回答から得られ
たそれぞれのスコアを図2に示す．

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-617

5ZH-03

情報処理学会第85回全国大会



図1　目白駅周辺の表示

図2　評価実験の結果

今回作成したマップを，2つの既存の口コミサイトと
比較すると，最大値と最小値の幅が広く，平均値と中
央値が低くSUSの平均値とされる68点も大幅に下
回っている．このことから，普段使用されている既存
サービスに比して，ユーザビリティに改善が必要であ
ることが分かった．次に，回答者には今回作成した
マップについて既存の口コミサイトと比較して使いや
すい，使いにくいと思った理由について，自由記述で
回答してもらった．今回作成したマップが使いやすい
と思った理由には「場所と口コミを同時に確認できる
ため」「評判が1目でわかる」など，多くの回答者は色
による識別を使いやすい要因と考えていることがわ
かった．一方で，使いにくいと思った理由には「道路

の情報がないため」「建物情報が直感的に分かりにく
い」「中に飲食店が複数あった場合がわかりにくい」と
いうように，周辺情報や関連情報の少なさが挙げられ
た．
今後の課題としては，飲食店周辺の建物や道路情

報を追加することでマップの精度を高めるとともに，飲
食店が複数ある場合など，様々な飲食店の形態に対
応できるインタフェースを検討する必要がある．
5. まとめ
本研究では，3次元地理情報を用いた飲食店の位

置情報とともに，色相（緑色から赤色の範囲）と彩度
（高低）によって，3Dマップ上の飲食店のオブジェクト
の色を変化させる，立体的なより分かりやすい口コミ
サイトの提案を行った．しかし，評価実験の結果，既
存の口コミサイトよりも全体的に値が低いことが確認さ
れた．今後，飲食店周辺の建物と道路情報を追加し
マップの精度を高め，様々な飲食店の形態への対応
させることでユーザビリティを高めることが可能である
かを検討していく．また，リアルタイムな位置情報や
ARなどと組み合わせ，実際の都市内での使用につ
いての拡張についても考えていくこととする．
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